


トピックス‐新石岡地方斎場建設 ～2779名請願・議会の意思～

KASUMIGAURA

請　願　書
【主旨】
　石岡地方斎場組合からの離脱を撤回し、市民と同組合構成自治体の融和

ある方法にて、斎場（火葬炉と式場）を整備されるよう請願する。

【請願理由】
　石岡地方斎場組合の新規斎場の建設にあたり、建設費や市負担金の減額

が、管理者である久保田健一郎石岡市長から提案されておりますが、宮嶋

市長はかたくなに単独整備を表明するなど、議会や市民の意思を無視した

行政運営を続けています。また、その際、宮嶋市長は単独整備時の計画、

単独整備が出来なかった時の対応、広域事業への配慮など、全く市民には

説明責任もはたさず、判断に苦慮する内容であり、我々市民は大きな不安

を抱いているのが現状でもあります。

　人生の最大行事を、我が住環境の中で、安らかに締めくくりたいのが人

の想いであることから、現計画どおり斎場（火葬炉と式場）建設を求めます。

委員長報告の概要（委員長：岡﨑 勉）
　請願主旨については、石岡地方斎場組合からの離脱を撤回し、融和ある方
法にて、斎場を整備されることが、請願の主旨であります。

　次に、請願理由について申し上げます。
　石岡地方斎場組合の建設にあたり、石岡市と小美玉市から、譲歩案が提案
されておりますが、宮嶋市長は、議会や市民の意思を確認することなく単独
火葬場整備を表明いたしました。
　また、単独整備ができなかった時の対応、広域事業の配慮など、説明責任
も果たさず、市民は、大変不安を抱いております。
　人生の最大行事を、我が住環境の中で、安らかに締めくくりたいのが、人
の思いであり、市長にあっては、この市民の思いを真摯に受けとめ、２市と
話し合い、石岡市と小美玉市とかすみがうら市が、協力し合って、石岡地方斎
場の建設を推進することを求めるものであります。

請願第８号「斎場（火葬炉と式場）の整備に関する請願書」に対する附帯決議
（委員会での決議）

　石岡地方斎場の建設事業にあたっては、次の事項について、十分配慮す
ること。

　①石岡地方斎場組合から離脱しないこと
　②３者で整備すること
　③３者で協議を行い、相互に歩み寄り、妥協案を模索すること

　この附帯決議も含め、石岡地方斎場の建設が、より広域行政の発展と円
滑化を図るため、それぞれ構成市が膝を交えて協議を行い、円満な妥協案
を模索するよう願うものです。

斎
場
の
整
備
に
関
す
る
請
願
を
採
択

　

２
７
７
９
名
の
署
名
と
と
も
に
請
願
書
が
提
出
さ
れ
、「
か
す
み
が
う
ら
市
斎
場
整
備
単
独
事
業
と
石
岡
地
方
斎

場
建
設
事
業
の
相
互
検
証
の
た
め
の
調
査
特
別
委
員
会
」
に
付
託
し
、
審
査
の
後
、
本
会
議
に
お
い
て
賛
成
多
数

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
委
員
会
で
の
附
帯
決
議
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

～市民の声～
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KASUMIGAURA

石岡地方斎場建設を推進する決議
（議員発議により提出され賛成多数で可決）

　石岡市、かすみがうら市、小美玉市の 3 市で構成する石岡地方斎場組合が進めている石岡地
方斎場の移転計画については、これまで長年の課題であったが、構成市の合意のもとに、やっ
と、事業着手に至ったものであります。
　これらを踏まえ、平成 23 年 3 月 4 日、かすみがうら市議会は「石岡地方斎場建設に関する適
切な措置を求める決議」を決議し、同事業の推進を図るよう、市長に要請してまいりました。
　一方、宮嶋市長は、同年 6月 6日「石岡地方斎場組合からの離脱とかすみがうら市火葬場単独
整備」を表明、さらには、9月定例会で候補地を発表するとしておりましたが、三者協議の行方
を踏まえ、具体的な候補地の発表は控えるとしております。併せて、“市民の判断の尊重”とい
う観点から、一つの選択肢として、同年 8 月 27 日の朝日新聞において「かすみがうら市単独火
葬場を造らない選択肢もある」とも発表しております。
　議会としては、円滑な広域行政の推進という観点から、円満な解決を図り、周辺市との連携
を維持することが、市のリーダーに求められているものであると確信しております。
　また、我々は、宮嶋市長が政治目標を高く掲げるだけではなく、“市民の判断の尊重”という
理念があるならば、大所高所の観点から、市民の意思を第一とし、『組合からの離脱』という不
安を解消するよう要請いたします。
　よって、市長にあっては、石岡地方斎場の建設を推進するという、議員諸侯の思いを厳粛に
受けとめ、下記の点を踏まえ、石岡市や小美玉市との再協議を真摯に行い、相互に歩み寄り、3
構成員によって、石岡地方斎場の建設を推進するよう強く求める。
　以上、決議する。

記

１. 石岡地方斎場建設事業を 3構成員の協力のもと推進すること。

２. かすみがうら市単独火葬場の建設計画を進めないこと。

石岡地方斎場建設を推進する決議
～ 議会の意思 ～

現在の石岡地方斎場
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トピックス‐中学生までの医療費無料化に係る審議

KASUMIGAURA

この制度は、一時的な事業ではなく、恒常的な財源が必要となります。24年度以降、その拡
大した部分の財源について、1年間に要する額を確認いたします。
現行の県の医療福祉費について平成 22 年度の小学校 3年生までの医療実績を参考とし、それら
を基礎とし中学生までを算出した場合、今後、毎年度の負担は、5000 万円前後の増額が見込ま
れると考えております。

前年の定例会では8500万円を要するとし、今回は5000万円ということですが、地方自治
法第222条では、本来、予算と条例はセットでの提案ですが、施行日が来年度の4月1日か
らという理由で提案しなかったのか、また、この条文に準じない理由の説明を求めます。
4 月 1 日施行であるため、新年度予算に組み込むことで考えております。理由については、今
年度中の議案については予算が伴うが、次年度については、予算上の措置が講ぜられる見込み
があるということで、解釈しております。

補助金等を削減し財源を充当したいとの答弁だが、その考えは、財政計画に基づいたものでは
なくスクラップ＆ビルドである。補助金を主体に削減したいとのことだが、5000万円もの予
算額を、もう削る見込みがたっているのですか。
補助金の削減については、現在、審議会等で検討中です。しかし、5000 万円全額を補助金から
捻出するのではなく、その他、歳出削減も行い、財源を捻出していきたいと考えています。

◇ 本会議での質疑 ◇

Q

Q

Q

～未来に負担をまわすことのない健全な運営を～
「法を遵守した提案権の審査が不備である」とし、議長より委員会付託省略を発議。
賛成多数で付託省略を決定し、9 月7 日の本会議で審議、起立少数により否決となりました。

委員会付託省略の提案理由
（議長発議を賛成多数で委員会付託省略が決定）

　地方自治法第 222 条では、財政上の負担を伴う条例の改正に対する執行機関の自己規制を課して

おります。つまり、予算を伴う条例案の議案提出は、条例と予算が一体であることを、厳しく制限

しております。これは申すまでもなく、財政的な裏付けのない条例提案は、健全な財政運営を、明

らかに阻害するからであります。私としては、今回提案された議案第 52 号は 明らかに、地方自治

法第 222 条に抵触しており、併せて、前回の審議経過も踏まえれば、同様な審議が続くことは明ら

かであると推断します。

　また、同法の「予算上の措置が講ぜられるまで」とは、関係予算案が議会に提出されたときであ

ると、昭和 31 年９月 28 日行政課長通知により、明示されております。

　議会は、政策を議論する場でありますが、その前に、法の遵守を監視するチェック機関でもあり

ます。つまり、今回の案件は、審議前の基本的な事項の問題ということであり、『法を遵守した提

案権の審査が不備である』ということに着眼し、『委員会への付託を省略し、本会議で採決すること』

が賢明な対応であると考え、議会運営委員会に諮問し、付託省略の答申をいただいております。

※地方自治法第222 条については、豆辞典（P18）を参照願います

予算捻出に明確な根拠なし

中学生までの医療費無料化に係る条例を否決
議案第52号
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トピックス‐消防組織調査特別委員会を新たに設置・緊急質問 

KASUMIGAURA

消防組織の機能を維持し、
安心・安全を確保するための調査特別委員会

平成23年9月定例会における、議員２名からの緊急質問

【
委
員
会
設
置
の
提
案
概
要
】

（
議
長
発
議
を
全
会
一
致
で
可
決
）

　
か
す
み
が
う
ら
市
は
、
未
曽
有
の
大

災
害
と
し
て
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

大
災
害
に
お
い
て
、
火
災
が
発
生
せ
ず
、

幸
運
に
も
難
を
逃
れ
た
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
去
る
9
月
定
例
会

の
決
算
審
査
に
お
い
て
、
平
成
24
年
度

以
降
の
消
防
組
織
の
維
持
に
、
大
き
な

不
安
が
あ
る
こ
と
が
、
明
ら
か
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
大
震
災
を
教
訓
と
し
、
こ
れ
か
ら

の
消
防
や
救
急
業
務
に
対
し
て
は
、
万

全
の
備
え
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
消
防
力
や
救
急
業
務
の
基
本
は
人
材

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、「
市
民
の
願

い
で
あ
る
安
心
・
安
全
」
を
よ
り
強
固

に
す
る
た
め
に
も
、
計
画
的
な
職
員
採

用
と
人
材
育
成
を
、
念
頭
に
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
風
化

さ
せ
な
い
た
め
に
も
、『
消
防
組
織
の
機

能
を
維
持
し
、
安
心
・
安
全
を
確
保
す

る
た
め
の
調
査
特
別
委
員
会
』
の
設
置

を
提
案
い
た
し
ま
す
。

委

員

長
　
　
小
松
﨑
　
　
　
誠

副
委
員
長
　
　
川
　
村
　
成
　
二

山
内　

庄
兵
衛　

議
員

栗
山　

千
勝　

議
員　

単
独
市
火
葬
場
整
備
計
画
に
お
い
て
、
９
月
に
は
場
所
を
発
表

す
る
と
言
っ
て
い
た
が
、
市
長
は
発
表
を
少
し
延
ば
し
て
ほ
し

い
と
の
こ
と
。
市
民
も
場
所
は
ど
こ
に
な
る
の
か
、
本
当
に
つ
く
る
の

か
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

宮
嶋
市
長　

石
岡
地
方
斎
場
組
合
管
理
者
の
、「
９
月
中
旬
に

は
建
設
工
事
を
発
注
す
る
」
と
の
発
言
に
よ
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
、
法
律
問
題
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
ど
ち
ら
の
事

業
も
進
ま
な
い
と
の
考
え
か
ら
、
今
後
の
動
向
を
見
極
め
て
か
ら
と
判

断
し
ま
し
た
。

原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
に
よ
り
、
観
光
農
業
は
と
て
も
ひ

ど
い
状
況
だ
が
、
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

宮
嶋
市
長　

果
樹
観
光
は
観
光
業
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
に
つ

い
て
は
、
東
京
電
力
の
損
害
賠
償
が
大
変
遅
れ
て
い
た
わ
け
で

す
が
、
最
近
、
東
京
電
力
も
前
向
き
に
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
請
求

漏
れ
の
な
い
よ
う
、
市
と
し
て
も
連
絡
を
密
に
し
て
、
き
ち
ん
と
請
求

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
盆
回
り
に
関
す
る
市
長
の
不
祥
事
に
お
い
て
は
、
公
用
車
を

使
っ
た
と
聞
い
た
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

宮
嶋
市
長　

新
盆
回
り
の
金
品
を
本
人
が
持
っ
て
歩
く
こ
と
の

違
法
性
の
認
識
は
全
く
な
く
、
本
当
に
申
し
わ
け
な
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
公
用
車
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
、
一
般
職
員
と
首
長
の
公

用
車
の
使
い
方
に
つ
い
て
、
同
じ
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
適
切
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
他
市
の
事
例
で
言
え
ば
、
私
的
な
公
用
車

の
使
用
は
す
べ
き
で
な
い
と
思
い
ま
す
。
新
盆
回
り
で
は
、
公
的
な
方

や
私
的
な
人
も
い
た
こ
と
、
限
ら
れ
た
日
数
の
中
で
訪
問
す
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
そ
の
都
度
、
公
用
車
と
私
用
車
を
乗
り
換
え
る
と
い
う
よ
う

な
仕
分
け
を
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
こ
ら
辺
は
柔
軟
に

考
え
て
い
た
だ
い
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

緊 急 質 問
Q Q Q

東消防署
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９月定例会提出議案

KASUM
IGAUR

A

KASUMIGAURA

平成23年 第３回定例会
　平成23年第３回定例会が、９月１日から９月22日までの22日間の
会期で開催されました。今定例会では、決算審査特別委員会を設置後、
各特別委員会へ付託し、平成22年度各会計決算を審査しました。また、
平成23年度各会計補正予算、条例の制定及び一部改正などについて、各
所管の常任委員会へそれぞれ付託して審査を行ったほか、９月２日、５
日、６日の３日間において一般質問（後頁P14～17）を行いました。

約
を
変
更
す
る
た
め
地
方
自
治
法

第
１
８
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
専
決
処
分
し
た
の
で
、
同
条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
報
告
す
る

も
の
で
す
。

▼
▼ 

報
告
第
10
号

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

志
筑
小
学
校
屋
外
付
帯
工
事
に
つ

い
て
請
負
契
約
を
変
更
す
る
た
め

地
方
自
治
法
第
１
８
０
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
専
決
処
分
し
た
の

で
、
同
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ

き
報
告
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼ 

議
案
第
48
号

か
す
み
が
う
ら
市
農
業
振
興
地
域
整

備
促
進
協
議
会
設
置
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

可　

決　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
策
定

や
変
更
等
に
関
し
、
審
議
す
る
組

織
と
し
て
有
識
者
で
構
成
す
る
協

議
会
を
設
置
す
る
た
め
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼ 

議
案
第
49
号

か
す
み
が
う
ら
市
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

可　

決　

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
施
行
に
伴

い
、「
体
育
指
導
委
員
」と
い
う
名

称
を「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」に

改
め
る
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

▼
▼ 

議
案
第
50
号

か
す
み
が
う
ら
市
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

可　

決　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

寄
付
金
税
額
控
除
の
対
象
に
特
定

非
営
利
活
動
法
人
を
追
加
し
、

寄
付
金
税
額
控
除
の
適
用
下
限

額
を
地
方
税
法
で
定
め
る「
５
千

円
」か
ら「
２
千
円
」と
し
、
さ
ら

に
、
個
人
住
民
税
等
の
過
料
の
上

限
を「
３
万
円
」か
ら「
10
万
円
」

に
引
き
上
げ
、
罰
則
を
強
化
す
る

た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

▼
▼ 

議
案
第
51
号

か
す
み
が
う
ら
市
福
祉
館
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
及
び
か
す
み
が

う
ら
市
あ
じ
さ
い
館
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て　

否　

決　

地
方
自
治
法
第
１
８
０
条
の
２
の

規
定
に
基
づ
き
、
あ
じ
さ
い
館
の

管
理
、
運
営
を
本
年
10
月
１
日
か

ら
教
育
委
員
会
へ
事
務
委
任
す
る

▼
▼ 

報
告
第
７
号

平
成
22
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
継
続
費
精
算
報
告
に
つ
い
て

霞
ヶ
浦
庁
舎
建
設
事
業
及
び
志
筑

小
学
校
移
転
整
備
事
業
に
つ
い
て

継
続
費
の
設
定
年
度
が
平
成
22
年

度
で
終
了
し
ま
し
た
の
で
地
方
自

治
法
施
行
令
第
１
４
５
条
第
２
項

の
規
定
に
基
づ
き
報
告
す
る
も
の

で
す
。

▼
▼ 

報
告
第
８
号

平
成
22
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
財
政

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比

率
に
つ
い
て

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
第
３
条
第
１
項
及

び
第
22
条 
第
１
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
22
年
度
の
決
算
に
お

い
て
算
定
し
た
実
質
赤
字
比
率
及

び
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公

債
費
比
率
及
び
将
来
負
担
比
率
か

ら
な
る
健
全
化
判
断
比
率
と
特
別

会
計
の
資
金
不
足
比
率
を
報
告
す

る
も
の
で
す
。

▼
▼ 

報
告
第
９
号

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

志
筑
小
学
校
屋
内
運
動
場
新
築

（
建
築
）工
事
及
び
志
筑
小
学
校

屋
外
付
帯
工
事
に
つ
い
て
請
負
契

今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
等

は
次
の
と
お
り
で
す
。
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KASUMIGAURA

た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

▼
▼ 
議
案
第
52
号

か
す
み
が
う
ら
市
医
療
福
祉
費
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て　

否　

決　

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め

現
在
で
は
、
小
学
校
３
年
生
ま
で

が
対
象
と
な
っ
て
お
り
ま
す
医
療

費
の
無
料
化
に
つ
い
て
、
平
成
24

年
４
月
１
日
か
ら
対
象
者
を
中
学

３
年
生
ま
で
拡
大
し
て
支
給
す
る

た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

（
内
容
は
Ｐ
４
を
参
照
願
い
ま
す
。）

▼
▼ 

議
案
第
53
号

か
す
み
が
う
ら
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

可　

決　

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
対
象
に

所
得
要
件
に
よ
る
規
定
を
加
え
る

た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

▼
▼ 

議
案
第
54
号

平
成
23
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

可　

決　

人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
の
組
み

換
え
を
は
じ
め
、
東
日
本
大
震
災

に
伴
う
災
害
ガ
レ
キ
処
分
に
係
る

費
用
及
び
災
害
救
助
法
の
適
用
を

受
け
て
の
応
急
仮
設
住
宅
の
借
り

上
げ
等
に
要
す
る
経
費
を
計
上
す

る
も
の
で
す
。

▼
▼ 

議
案
第
55
号

平
成
23
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

可　

決　

人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
の
不
足

分
の
他
に
、
決
算
に
伴
う
一
般
会

計
予
算
へ
の
繰
出
金
に
要
す
る
経

費
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼ 

議
案
第
56
号

平
成
23
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

可　

決　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
会
へ

の
精
算
金
及
び
決
算
に
伴
う
一
般

会
計
予
算
へ
の
繰
出
金
に
要
す
る

経
費
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼ 

議
案
第
57
号

平
成
23
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

可　

決　

人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
の
組
み

換
え
を
は
じ
め
、
東
日
本
大
震
災

に
伴
う
災
害
復
旧
事
業
と
し
て
の

下
水
道
管
渠
布
設
替
工
事
及
び
一

定
の
基
準
値
を
超
え
た
放
射
能
汚

泥
の
仮
置
き
業
務
委
託
に
要
す
る

経
費
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼ 

議
案
第
58
号

平
成
23
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

可　

決　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
災
害
復
旧

事
業
と
し
て
の
農
業
集
落
排
水
管

渠
布
設
替
工
事
及
び
一
定
の
基
準

値
を
超
え
た
放
射
能
汚
泥
の
仮
置

き
業
務
委
託
に
要
す
る
経
費
を
計

上
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼ 

議
案
第
59
号

平
成
23
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

可　

決　

決
算
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
等
の

返
還
金
及
び
一
般
会
計
へ
の
繰
出

金
、
住
民
の
異
動
に
伴
う
保
険
料

の
還
付
金
な
ど
に
要
す
る
経
費
を

計
上
す
る
も
の
で
す
。

▲移転により、新たに開校した志筑小学校（平成23年９月１日開校）
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９月定例会提出議案

KASUMIGAURA

▼
▼ 

議
案
第
60
号

平
成
22
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

認　

定　

▼
▼ 
議
案
第
61
号

平
成
22
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

　

認　

定　

▼
▼ 

議
案
第
62
号

平
成
22
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
老
人

保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

　

認　

定　

▼
▼ 

議
案
第
63
号

平
成
22
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て　

認　

定　

▼
▼ 

議
案
第
64
号

平
成
22
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

　

認　

定　

▼
▼ 

議
案
第
65
号

平
成
22
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て　

認　

定　

▼
▼ 

議
案
第
66
号

平
成
22
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介
護

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

　

認　

定　

▼
▼ 

議
案
第
67
号

平
成
22
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
水
道

事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

認　

定　

▼
▼ 

議
案
第
68
号

か
す
み
が
う
ら
市
副
市
長
の
選
任
に

つ
い
て

　

同　

意　

▼
▼ 
議
長
発
議

『
消
防
組
織
の
機
能
を
維
持
し
、
安
心
・

安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
調
査
特
別

委
員
会
』
の
設
置
に
関
す
る
決
議

　

可　

決　

（
内
容
は
Ｐ
５
を
参
照
願
い
ま
す
。）

▼
▼ 

委
員
会
発
議
第
６
号

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　

可　

決　

▼
▼ 

議
員
発
議
第
６
号

石
岡
地
方
斎
場
建
設
を
推
進
す
る
決
議

　

可　

決　

（
内
容
は
Ｐ
３
を
参
照
願
い
ま
す
。）

人
事
案
件

【
副
市
長
】

　
石い
し

　
川か
わ

　
眞ま

　
澄す
み

�

（
笠
間
市
下
市
毛
）

 

平
成
23
年
９
月
22
日　

同
意

　

議
会
議
員
と
し
て
35
年
以
上

在
職
し
、
地
方
自
治
の
発
展
に

顕
著
な
功
労
が
あ
っ
た
と
し
て
、

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

�

廣
　
瀬
　
義
　
彰
　
議
員

閉
会
中
の
継
続
審
査
に
つ
い
て

　

決　

定　

閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

　

決　

定　

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果

▼
▼ 

請
願
第
１
号

八
ッ
場
ダ
ム
等
水
源
開
発
の
検
証
検

討
に
つ
い
て

　

継
続
審
査　

▼
▼ 

請
願
第
６
号

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
請
願

　

採　

択　

▼
▼ 

請
願
第
７
号

早
期
の
学
校
耐
震
化
及
び
教
育
復
興

を
求
め
る
請
願

　

採　

択　

▼
▼ 

請
願
第
８
号

斎
場
（
火
葬
炉
と
式
場
）
の
整
備
に

関
す
る
請
願
書

　

採　

択　

（
内
容
は
Ｐ
２
を
参
照
願
い
ま
す
。）

総
務
大
臣
感
謝
状
を
授
与
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委 員 会 活 動

KASUMIGAURA

●
か
す
み
が
う
ら
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
福
祉
館
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
及
び
か
す
み
が
う
ら
市
あ
じ
さ
い
館

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
平
成
23
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）

●
防
災
に
つ
い
て

●
千
代
田
庁
舎
の
災
害
復
旧
に
つ
い
て

●
行
政
組
織
の
改
革
に
つ
い
て

●
総
務
委
員
会
の
所
管
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

　

・
か
す
み
が
う
ら
市
消
防
団
再
編
計
画
に
つ
い
て

●
公
用
車
の
運
行
に
つ
い
て

　

・
市
長
公
用
車
の
運
行
等
に
つ
い
て

●
入
札
制
度
に
つ
い
て

●
行
政
組
織
の
改
革
に
つ
い
て

●
公
用
車
の
運
行
に
つ
い
て

　

・
市
長
公
用
車
の
運
行
等
に
つ
い
て

●
市
長
公
用
車
の
運
行
等
に
つ
い
て

付
託
案
件

調
査
内
容

調
査
内
容

総
務
委
員
会

（
９
月
７
日
開
催
）

（
８
月
10
日
開
催
）

（
10
月
31
日
開
催
）

QQ Q

○
委
員
会
付
託
案
件
の
審
査

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

教
育
委
員
会
の
事
務
所
の
移
転
に
つ
い
て
は
、

こ
の
条
例
の
改
正
と
は
間
接
的
に
は
関
係
し
て

く
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
別
の
問
題
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
教
育
委
員
会
と
福
祉
部
門
で
の
調
整
が
整

え
ば
移
動
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
10

月
１
日
に
移
動
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

瓦が

礫れ
き

撤
去
費
用
、
運
搬
費
、
置
場
の
費
用
等
に
つ

い
て
伺
う
。

全
体
で
８
千
万
円
で
あ
り
、
瓦
礫
撤
去
で
６
０

３
６
万
９
千
円
。
瓦
礫
の
運
搬
が
１
１
２
４
万

１
９
８
５
円
。
そ
れ
と
仮
置
場
の
管
理
委
託
と
い
う

こ
と
で
５
０
万
８
４
５
０
円
で
す
。
ま
た
、
今
後
、

12
月
21
日
ま
で
の
受
け
入
分
と
し
て
約
７
８
０
万
円

を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

瓦
礫
の
撤
去
等
に
つ
い
て
、
受
け
入
れ
る
の
は
瓦

だ
け
か
。

受
け
入
れ
る
の
は
瓦
の
み
で
、
罹
災
証
明
を
提

示
し
て
い
た
だ
き
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。
受

け
入
れ
期
間
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
処
理
し
き
れ
て
い

な
い
た
め
、
12
月
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

災
害
対
策
事
業
の
消
耗
品
費
で
、
ガ
ソ
リ
ン
、
灯

油
を
購
入
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
使
用
期
限
等

を
考
慮
し
た
場
合
、
購
入
し
て
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
が

よ
い
の
か
、
そ
れ
と
も
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
と
の
協

定
に
よ
り
優
先
的
に
購
入
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く

こ
と
が
良
い
の
か
、
そ
の
辺
は
検
討
し
た
の
か
。

ガ
ソ
リ
ン
に
つ
い
て
は
、
防
災
用
に
購
入
す
る

発
電
機
に
使
用
し
、
灯
油
に
つ
い
て
は
、
暖
房

器
具
用
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
お
り
ま
す
。
購
入
す

る
燃
料
は
１
リ
ッ
ト
ル
入
り
の
缶
詰
に
な
っ
て
お

り
、
品
質
保
証
の
期
間
は
３
年
間
で
す
。

審
査
内
容

所
管
事
務
調
査

QQ
あ
じ
さ
い
館
は
、
現
行
が
、
本
来
の
趣
旨
に
基
づ

い
た
管
理
の
仕
方
で
は
な
い
の
か
。
効
率
的
だ
か

ら
教
育
委
員
会
が
管
理
す
る
、
そ
れ
が
条
例
と
し
て
本

来
の
あ
る
べ
き
姿
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
の
か
。

所
管
替
え
で
は
な
い
の
で
、
条
例
の
お
お
も
と

の
内
容
が
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
所

管
そ
の
も
の
が
教
育
委
員
会
に
移
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
て
、
あ
く
ま
で
、
事
務
的
に
委
任
さ
れ
て
運

営
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

条
例
の
改
正
と
教
育
委
員
会
を
移
動
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
別
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。

Q
市
長
の
新
盆
回
り
の
こ
と
で
、
８
月
13
日
は
公
用

車
を
使
っ
た
と
の
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
が
、
手
元

に
配
付
さ
れ
た
資
料
の
市
長
公
用
車
の
行
き
先
に
は

土
浦
市
と
だ
け
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

土
浦
市
へ
は
市
長
公
用
車（
プ
リ
ウ
ス
）を
使
っ

た
の
で
す
が
、
市
内
に
つ
い
て
は
別
の
公
用
車

を
使
っ
た
た
め
で
す
。

　

ま
た
、
不
足
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
石
油
業

者
と
災
害
時
の
協
定
を
１
件
、
締
結
し
ま
し
た
。
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委 員 会 活 動

●
か
す
み
が
う
ら
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
平
成
23
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）

●
平
成
23
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

●
平
成
23
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

●
平
成
23
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

●
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
請
願

●
早
期
の
学
校
耐
震
化
及
び
教
育
復
興
を
求
め
る

請
願

KASUMIGAURA

付
託
案
件

文
教
厚
生
委
員
会（

９
月
７
日
開
催
）

QQQQ

○
委
員
会
付
託
案
件
の
審
査

地
震
災
害
の
応
急
仮
設
住
宅
借
上
料
の
財
源
と
、

対
象
者
に
つ
い
て
伺
う
。

県
交
付
金
で
、
平
成
23
年
度
茨
城
県
災
害
救
助

費
繰
替
支
弁
費
交
付
金
が
１
０
０
％
で
入
っ
て

き
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
応
急
仮
設
住
宅
に
つ
き
ま

し
て
は
、
茨
城
県
と
東
北
３
県
の
方
を
対
象
と
し
て

計
上
し
て
い
ま
す
。

補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
れ
ば
、
小
学
校
と
中
学
校

に
、
放
射
線
量
測
定
器
が
購
入
さ
れ
て
活
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、
そ
の
場
合
の
発
注
は
９
月

中
に
す
る
の
か
考
え
を
伺
う
。

そ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
契
約
そ
の

も
の
は
検
査
管
財
課
の
ほ
う
に
依
頼
し
ま
す
の

で
、
そ
の
契
約
が
済
み
次
第
の
発
注
と
な
り
ま
す
。

保
育
所
に
は
、
放
射
線
量
測
定
器
が
あ
る
の
か
伺
う
。

保
育
所
用
は
、
現
在
あ
り
ま
せ
ん
。
総
務
課
管

理
の
測
定
器
で
週
に
１
回
測
定
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

　

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
総
務
課
、
あ
る
い
は

教
育
委
員
会
と
協
議
し
な
が
ら
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
連
合
納
付
金
の
療
養
給
付
費

の
精
算
金
が
、
広
域
連
合
の
確
定
で
精
算
さ
れ
る

と
思
う
が
、
こ
れ
は
、
ど
の
く
ら
い
伸
び
た
の
か
伺
う
。

平
成
22
年
度
の
予
算
額
は
、
２
億
７
５
３
９
万

６
６
５
円
で
し
た
が
、
平
成
22
年
度
の
実
績
額

は
、
２
億
８
０
３
２
万
３
０
４
０
円
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
を
相
殺
し
ま
す
と
４
９
３
万
２
３
７
５
円
の
増
と

な
り
ま
し
て
、
約
１
・
８
％
伸
び
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

審
査
内
容

Q
あ
じ
さ
い
館
の
委
託
業
務
の
補
正
予
算
に
つ
い

て
伺
う
。

本
館
内
外
業
務
に
つ
い
て
は
、
当
初
予
算
で

１
２
７
３
万
３
５
３
０
円
の
予
算
で
し
た
が
、

11
月
か
ら
受
付
を
１
名
増
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

１
２
３
日
分
の
、
１
４
２
万
２
千
円
を
、
今
回
計
上

し
た
も
の
で
す
。

●
教
育
施
設
、
文
化
施
設
、
体
育
施
設
お
よ
び
福

祉
・
保
健
施
設
に
関
す
る
事
項

　

・
さ
く
ら
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て

　

・�

福
祉
部
門（
あ
じ
さ
い
館
）の
教
育
委
員
会
へ

の
事
務
委
任
に
つ
い
て

●
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
及
び
国
民
年
金
に

関
す
る
事
項

　

・�

国
保
税
改
正
に
伴
う
中
間
報
告
と
本
算
定
の

状
況
に
つ
い
て

●
小
学
校
教
育
及
び
中
学
校
教
育
に
関
す
る
事
項

　

・
高
校
へ
の
進
学
率
に
つ
い
て

●
志
筑
小
学
校
校
庭
の
冠
水
状
況
に
つ
い
て

審
査
内
容

所
管
事
務
調
査

（
８
月
25
日
開
催
）

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会▲民営化に向けた計画のある市立さくら保育所
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●
か
す
み
が
う
ら
市
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
協

議
会
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
平
成
23
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）

●
平
成
23
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

●
平
成
23
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

●
請
願
書「
八
ッ
場
ダ
ム
等
水
源
開
発
の
検
証
検

討
に
つ
い
て
」

KASUMIGAURA

付
託
案
件

審
査
内
容

産
業
建
設
委
員
会

（
９
月
７
日
開
催
）

（
10
月
31
日
開
催
）

Q

Q

Q

Q

○
委
員
会
付
託
案
件
の
審
査

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

「
湖
山
の
宝
」
巡
り
開
発
事
業
委
託
の
委
託
先
に

つ
い
て
伺
う
。

７
月
の
広
報
紙
で
、
市
内
の
業
者
に
案
内
を
し

た
の
で
す
が
、
希
望
が
無
か
っ
た
た
め
、
市
外

に
業
者
の
枠
を
広
げ
、
指
名
参
加
願
を
出
し
て
い
る

業
者
、
５
社
以
上
の
入
札
に
よ
る
委
託
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

下
水
処
理
場
の
放
射
能
汚
泥
仮
置
き
業
務
委
託

に
つ
い
て
伺
う
。

管
理
委
託
業
者
の
み
で
は
、
対
応
能
力
に
欠
け

る
こ
と
か
ら
、
市
内
の
建
設
業
協
会
に
相
談

し
、
現
在
、
単
価
契
約
で
処
理
を
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
に
係
る
整
備
計
画
に

つ
い
て
伺
う
。

こ
の
整
備
計
画
は
、
農
業
の
実
態
、
あ
る
い
は

農
業
が
将
来
進
む
べ
き
方
向
性
等
を
進
め
る
計

画
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
農
振
農
用
地
区
域
の
見
直
し
が
、
特

に
重
要
な
事
項
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
は
、
現
況
が

道
路
で
あ
る
、
ま
た
荒
廃
地
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
農
振
農
用
地
区
域
で
適
正
な

の
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

●
環
境
衛
生
及
び
公
害
に
関
す
る
事
項

　

・
放
射
能
関
係
に
つ
い
て

審
査
内
容

▲脱水汚泥の仮置き状況（新治地区農業集落排水処理施設）

下
水
処
理
場
の
仮
置
き
し
て
い
る
汚
泥
は
、
今
後

ど
う
す
る
の
か
。

８
月
に
入
り
ま
し
て
、
国
か
ら
、
製
品
に
し
た

と
き
に
４
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下
と
い
う
一
定
の

基
準
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
伏
の
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
排
水
処
理
施

設
に
つ
い
て
は
、
現
在
基
準
内
の
た
め
、
従
前
の
受

け
入
れ
業
者
に
引
き
続
き
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
従
前
の

受
け
入
れ
業
者
で
堆
肥
と
し
た
場
合
に
は
、
施
設
の

汚
泥
が
８
０
ベ
ク
レ
ル
以
下
で
な
い
と
４
０
０
ベ
ク

レ
ル
以
下
に
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
市
内
８
箇
所
あ

る
処
理
施
設
で
志
筑
地
区
の
処
理
施
設
だ
け
が
現
在

該
当
と
な
り
、
受
け
入
れ
の
協
議
が
ま
と
ま
っ
て
き

ま
し
た
。

　

そ
れ
以
外
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
他
の
リ

サ
イ
ク
ル
会
社
等
と
も
交
渉
し
て
い
く
考
え
で
す
。
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決算審査特別委員会

KASUMIGAURA

シャトルバスの運行について、土浦駅とあじさい館を結ぶ「土浦駅シャトルバス」と比べ、雪入ふれ
あいの里公園と歩﨑公園を結ぶ「市内観光シャトルバス」については、利用者が少ない。これを見直
す計画はないのか。
ご意見のように、「市内観光シャトルバス」については、１日平均、5.4 人と少ない状況ですので、そ
れを踏まえて今後見直してまいります。

市長の公約を履行するためには、必ず財政計画をつくらなければいけないと思う。財政計画をどのよ
うにしなければならないかを考えなければいけないと思うが、考えを伺う。
財政、政策事業遂行にあたっては考えていかなければならないと思っております。

平成 22 年度は平成 21 年度と比べると、滞納繰越分の徴収率がかなり上がっているが、どのような
取り組みをしたのか。
昨年度から、電話催促員を緊急雇用で雇用しての電話催促を行っています。また効果が上がったのは、
滞納処分、財産の差し押さえ関係、それから公売関係、そういうものを講じた結果と考えております。

国民健康保険に対する市の一般会計からの繰出金がだんだん大きくなっていると思うが、財政部門と
はどういう協議をしているのか。
一般会計から国民健康保険特別会計への繰出金は、毎年大きくなっています。当然、無条件に繰り出
しをしていくということは財政サイドとしては有り得ない話であり、何らかのルール化は必要かと考
えております。一般会計からの繰り出しについては、納付状況が一番大きく影響するものと考えてお
ります。その点の改善をどのようにしていくかということで、繰出額は減らす方向にしていきたいと
考えております。

敬老式典は千代田地区と霞ヶ浦地区で別々に開催しているが、経費を考えれば、１箇所で実施しても
いいのではないか。
ご意見のとおり１回で実施したほうがいいと思うのですが、1000人以上を収容できる会場がないの
が現状です。

○委員会付託案件の審査

○審査内容

・平成 22年度かすみがうら市一般会計歳入歳出決算の認定について

一般会計決算総額 【歳　　　入】 �����166 億 3906 万 5151 円
 【歳　　　出】 �����157 億 4339 万 8730 円

　決算審査は、市民に代わって行政効果を評価する、きわめて重要な意味があり、今後
の行財政運営の改善に役立つよう、特別委員会を設置し審査を実施いたしました。
　なお、今回の平成 22年度会計決算審査では、執行部に「事務事業シート」の提出を
求め、事業評価型の決算審査をおこないました。

一般会計決算審査特別委員会
（９月９日、12 日、13 日、14 日開催）

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
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KASUMIGAURA

国民健康保険特別会計において、不納欠損額が 4700 万 572 円ありますが、国民健康保険の運営に、
かなり支障をきたしてくると考えるが、具体的な中身は。
地方税法第15条の７第４項の執行停止３年経過によるものが、109件ありました。金額で3314
万 7576円です。それと即時消滅で、会社が倒産して再起の見込みがないとか、出国してしまい帰国
の見込みがない等の理由のものが、28件、金額で540万 8696円です。また、地方税法第18条
により、５年間経過したものは時効ということになっており、それが61件、844万 4300円とい
う内容です。

疾病予防事業の平成 22 年度の受診者数が、目標に対して実績が 123％と上回っている。疾病予防事
業は重要な施策ですので、目標は高く、予算もしっかり取って実行していくべきと思うが、その状況は。
当初予算の時期から実績に応じて事業費を大きく膨らませることは、国保の会計運営では無理がある
ので、年度途中に、受診できない希望者があまりにも多数いるという実態が出てきたときには、増額
補正という形でやってきております。平成22年度も目標を大幅に上回っておりますが、補正して現
実的にご希望に沿えるような形としております。

後期高齢者医療徴収事務事業について、課題の中で、「徴収方法についての周知が必要である」、それ
から「収入がない方でも所得が把握できない場合に軽減措置を受けられない」とあるが、内容を説明
していただきたい。
普通徴収への切り替えは周知しておりますが、特別徴収のため年金から引き落とされるとの認識から、
未納となっている方が少数います。後は、収入が少ない方は、未申告となりがちのため、申告される
ようその都度通知していますが、申告されない現状であります。

牛渡地区の下水道加入率が、かなり低いということだが、現状と職員の加入促進はどの程度努力して
いるのか。
国の緊急雇用対策事業により臨時職員2名を採用し、主に牛渡地区と深谷・大和田地区を加入促進し
ました。訪問し面会できた約650戸で、14戸が近々接続するという回答を得ました。しかし、予想
より成果が低かったため、引き続き、加入促進を図っていきます。

○委員会付託案件の審査

○審査内容

特別会計決算総額 【歳　　　入】 ����� 94 億 3620 万 2197 円
 【歳　　　出】 ����� 92 億 4839 万 1657 円
水道事業会計決算総額 【収益的収入】 ����� 10 億 5935 万 7280 円
 【収益的支出】 ������9 億 9478 万 6336 円
 【資本的収入】 ��������9480 万 0000 円
 【資本的支出】 ������5 億 0172 万 8696 円

・平成 22年度かすみがうら市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成 22年度かすみがうら市老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成 22年度かすみがうら市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成 22年度かすみがうら市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成 22年度かすみがうら市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成 22年度かすみがうら市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成 22年度かすみがうら市水道事業会計決算の認定について

特別会計・水道事業会計決算審査特別委員会
（９月９日、12 日開催）

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
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一 般 質 問

KASUMIGAURA

小松㟢　誠 議員

山本　文雄 議員

Ｑ Ｑ

ＱＱ

AA

AAA

県
が
作
成
し
た
手
引
書
に
基
づ
き
対
応
し
て
ま
い
り
た
い

学
校
と
の
情
報
共
有
に
努
め
、
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
べ
る
よ
う
、
市
独
自
の
安
全
対
策
を

市
内
小
中
学
校
の
い
じ
め
の
実
態
と
教
育
委
員
会
の
対
応
は

教
育
委
員
会
の
放
射
能
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
び
、

体
を
鍛
え
ら
れ
る
よ
う
、
運
動
場
や
通
学
路
等
を
調
査
し
た
結
果
に
つ
い
て
は
、
国
の
定

め
た
数
値
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
、
市
独
自
の
安
全
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

考
え
を
伺
う
。

教
育
部
長　

文
部
科
学
省
が
放
射
線
量
を
毎
時
１
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
と
す

る
目
標
値
を
定
め
、
９
月
１
日
か
ら
適
用
と
な
る
こ
と
を
受
け
、
県
は
、
土
壌
な
ど
の
放

射
線
量
を
低
減
す
る
除
染
活
動
に
つ
い
て
の
手
順
や
注
意
点
を
ま
と
め
た
手
引
書
を
作
成

し
ま
し
た
。
基
本
は
、
そ
れ
に
基
づ
き
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
８
月
31

日
現
在
の
各
小
中
学
校
の
測
定
結
果
で
す
が
、
一
番
高
い
と
こ
ろ
は
０
・
４
５
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
、
一
番
低
い
と
こ
ろ
は
０
・
２
６
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
、
現
状
は
、
半

分
以
下
の
値
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

市
長
は
、
職
員
採
用
を
２
カ
年
に
わ
た
り
中
止
し
て
お
り
、
現
在
、
27
歳
以
下
の
職

員
が
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
将
来
を
見
据
え
て
計
画
的
な
人
員
補
充
が
不
可

欠
で
あ
る
と
強
く
感
じ
る
が
、
行
政
組
織
及
び
職
員
数
の
現
状
に
つ
い
て
、
ま
た
、
今
の

課
題
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

行
政
組
織
に
つ
い
て
は
、
職
員
数
の
減
少
や
組
織
改
編
が
見
送
ら
れ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
課
長
、
課
長
補
佐
や
係
長
職
で
の
兼
務
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
職

員
数
は
、
平
成
22
年
３
月
に
、
定
員
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
職
員
数
の
削
減
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
が
、
こ
と
し
の
４
月
の
段
階
で
、
計
画
の
目
標
と
す
る
平
成
26
年
度
当
初

の
予
定
を
満
た
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

今
の
課
題
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
職
員
数
が
減
少
し
て
い
る
中
、
現

在
の
事
務
事
業
や
そ
の
執
行
方
法
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
一
定
の
行
政
組
織
や
職

員
数
を
維
持
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

規
模
、
あ
る
い
は
あ
り
方
を
よ
く
精
査
し
な
が
ら
行
政
組
織

の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

校
内
暴
力
や
、
い
じ
め
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
全
国
的
な
傾
向
の
中
、
市
内
小
中

学
校
で
も
校
内
暴
力
や
い
じ
め
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
父
兄
か
ら
も
聞
く
の
で
す
が
、
そ

の
実
態
件
数
と
、こ
れ
ま
で
教
育
委
員
会
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
進
め
て
き
た
の
か
を
伺
う
。

菅
澤
教
育
長　

平
成
22
年
度
の
件
数
は
、対
教
師
暴
力
、小
学
校
11
件
、中
学
校
４
件
、

合
計
15
件
。
児
童
・
生
徒
間
の
暴
力
、
小
学
校
14
件
、
中
学
校
19
件
、
合
計
33
件
。
い
じ
め
、

小
学
校
６
件
、
中
学
校
８
件
、
合
計
14
件
で
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
各
小
中
学
校
に
対
し
、
未
然
防
止
策
等
の
指
導
の
ほ
か
、
教

職
員
の
人
的
配
置
や
生
徒
指
導
、
研
修
会
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
日

ご
ろ
か
ら
各
学
校
と
の
情
報
の
共
有
に
努
め
、
い
じ
め
の
訴
え
が
あ
っ
た
と
き
は
、
学
校
、

場
合
に
よ
っ
て
は
関
係
機
関
と
連
携
を
し
、
特
に
い
じ
め
ら
れ
た
児
童
・
生
徒
の
支
援
と

保
護
者
へ
の
対
応
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
石
岡
地
方
斎
場
組
合
負
担
金
の
第
１
期
分
と
第
２
期
分
の
請
求
書
が

届
い
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
の
処
理
状
況
に
つ
い
て
説
明
願
い
た
い
。

　
ま
た
、
当
市
の
都
合
と
独
善
的
な
判
断
で
、
請
求
さ
れ
た
負
担
金
の
一
部
し
か
支
払
わ

れ
て
い
な
い
と
い
う
事
務
処
理
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
関
係
法
令
等
に
照
ら
し
合
わ
せ
た

場
合
、
適
正
で
あ
る
の
か
ど
う
か
会
計
管
理
者
に
伺
う
。

宮
嶋
光
昭
市
長　

負
担
金
の
う
ち
、
第
１
四
半
期
分
管
理
運
営
費
２
１
７
万
４
千
円

を
７
月
19
日
に
、
第
２
四
半
期
分
管
理
運
営
費
２
１
７
万
１
千
円
を
８
月
31
日
に
、
石
岡

地
方
斎
場
組
合
に
納
入
し
て
お
り
ま
す
。

会
計
管
理
者　

管
理
運
営
費
に
つ
い
て
は
、
市
長
か
ら
支
出
命
令
を
受
け
て
お
り
ま

す
が
、
斎
場
建
設
費
に
係
る
支
出
命
令
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
支
出
に
つ
い
て
は
、
市
財
務
規
則
第
67
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
請
求
書

の
提
出
を
待
た
な
い
で
支
出
が
で
き
る
経
費
と
し
て
、
同
条
の
第
２
項
に
規
定
さ
れ
て
い

る
当
該
経
費
の
計
算
の
基
礎
を
明
ら
か
に
し
た
内
訳
書
が
添
付
さ
れ
て
、
支
出
命
令
が
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。

▲下稲吉東小学校グラウンド

Ｑ

Ｑ

A

A

公
有
財
産
等
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

公
共
工
事
の
入
札
に
つ
い
て

校
内
暴
力
と
い
じ
め
の
根
絶
に
つ
い
て

五
輪
堂
橋
改
修
工
事
の
経
過
に
つ
い
て

斎
場
建
設
問
題
に
つ
い
て

１２３４５ 質　

問　

事　

項

質　

問　

事　

項

放
射
能
汚
染
問
題
に
関
し
、
農
産
物
等
、
食
品
の
安
全

証
明
に
係
る
対
策
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
し
た
当
市
の
防
災
計
画
の
見

直
し
に
つ
い
て

行
政
組
織
と
定
員
適
正
化
に
つ
い
て

１２３
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KASUMIGAURA

佐藤　文雄 議員

田谷　文子 議員

Ｑ Ｑ

ＱＱ

AA

AA

東
海
第
２
原
発
は
速
や
か
に
燃
料
棒
を
引
き
上
げ
、

完
全
廃
止
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す

緊
急
の
度
合
い
を
考
慮
し
、
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

原
発
か
ら
の
す
み
や
か
な
撤
退
と
東
海
第
２
原
発
に
つ
い

て
、
市
長
の
見
解
を
伺
う

市
民
の
大
き
な
関
心
事
に
つ
い
て
は
、
特
集
号
の
発
行
を

東
海
村
に
あ
る
東
海
第
２
発
電
所
で
は
、
３
月
11
日
の
大
地
震
で
原
子
炉
が
自
動

停
止
。
そ
の
後
２
日
間
外
部
か
ら
の
電
源
を
失
い
、
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
３
台
の

う
ち
１
台
は
津
波
の
影
響
で
動
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
し
、
津
波
が
あ
と
少
し
高
か
っ
た

ら
福
島
第
１
原
発
と
同
じ
よ
う
な
深
刻
な
事
態
に
な
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
東
海
第
２
原
発

は
運
転
開
始
か
ら
32
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
頻
繁
に
お
き
て
い
ま
す
。

私
は
、
東
海
第
２
原
発
を
廃
炉
に
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

宮
嶋
市
長　

東
海
村
の
村
上
村
長
は
、
福
島
第
１
原
発
の
事
故
で
住
民
が
放
射
線
に

さ
ら
さ
れ
続
け
た
こ
と
を
受
け
、
東
海
第
２
原
発
の
再
稼
動
に
つ
い
て
、
今
の
段
階
で
は

完
全
に
白
紙
。
政
府
自
体
の
原
発
に
対
す
る
政
策
も
固
ま
っ
て
い
な
い
、
と
厳
し
い
見
解

を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
東
海
村
が
脱
原
発
宣
言
を
発
表
し
た
よ
う
な
も
の
で
、
私
は

評
価
を
す
る
と
と
も
に
、
東
海
第
２
原
発
は
速
や
か
に
燃
料
棒
を
引
き
上
げ
、
完
全
廃
止

に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
当
局
は
、
よ
う
や
く
基
本
水
量
の
見
直
し
に
よ
る
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
に
動
き

出
し
ま
し
た
。
水
道
事
業
運
営
審
議
会
及
び
特
別
委
員
会
の
検
討
結
果
に
つ
い
て
、
報
告

を
求
め
ま
す
。

水
道
事
務
所
長　

一
般
用
水
道
料
金
の
改
定
案
を
水
道
事
業
運
営
審
議
会
に
諮
問

し
た
が
、
10
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
は
、
料
金
値
下
げ
と
な
る
が
収
益
の
減
と
な
る
の
で
、

あ
わ
せ
て
10
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
料
金
単
価
の
見
直
し
も
行
い
ま
し
た
。
10
立
方
メ
ー

ト
ル
未
満
の
使
用
量
の
少
な
い
人
へ
配
慮
し
た
こ
と
に
は
、
賛
成
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
水
道
料
金
が
値
上
が
り
と
な
る
利
用
者
が
い
る
こ
と
等
に
よ
り
、
原
案
で
の

承
認
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
在
、
特
別
調
査
委
員
会
は
審
議
継
続
中
で
す
。

市
民
の
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
、﹁
原
発
事
故
に
伴
う
風
評
被
害
の
対
応
策
﹂、﹁
石

岡
市
が
五
輪
堂
橋
の
建
設
費
を
負
担
し
な
く
な
っ
た
理
由
﹂、﹁
石
岡
地
方
斎
場
移
転
整
備

と
市
単
独
の
火
葬
場
整
備
﹂、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
方
を
市
民
に
理
解
し
て

も
ら
え
る
よ
う
努
め
る
べ
き
で
、
市
民
か
ら
の
建
設
的
な
意
見
も
吸
い
上
げ
る
べ
き
と
思

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、
市
長
も
独
断
に
陥
る
こ
と
な
く
、
柔
軟
で
公
正
な
対
応
が
で
き

る
は
ず
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
毎
月
の
市
報
に
加
え
、
よ
り
詳
し
い
特
集
号
の
発
行
を

期
待
す
る
の
で
す
が
、
市
長
の
考
え
は
。

宮
嶋
市
長　

通
常
は
毎
月
発
行
す
る
広
報
誌
に
集
約
し
て
関
心
事
な
ど
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
が
、
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ
の
支

援
の
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
特
に
緊
急
性
が
高
い
と
の
こ
と
か
ら
、
３
月
25
日
に
特
集
号

と
し
て
発
行
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
市
民
の
皆
様
に
必
要
な
関
心
事
に
つ
い
て
は
、
広
報

誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
積
極
的
な
市
政
の
情
報
伝
達
に
努
め
る
と
と
も
に
、
緊
急
の
度
合

い
を
考
慮
し
な
が
ら
、
広
報
特
集
号
と
し
て
の
発
行
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
長
の
肝
い
り
で
進
め
て
い
る
東
京
都
板
橋
区
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
費
用
の

負
担
や
参
加
者
の
労
力
が
大
変
で
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
成
果
を
上
げ
る
こ
と
は
大
変
難
し

い
と
思
い
ま
す
が
、
現
況
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

環
境
経
済
部
長　

市
産
品
の
知
名
度
ア
ッ
プ
、
観
光
客
の
誘
致
等
を
期
待
し
、
昨
年

11
月
か
ら
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
大
山
商
店
街
振
興
組
合
が
運
営
す
る
全
国
の
特
産
品
を
集
め

た
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
と
れ
た
て
村
」
へ
、主
に
Ｊ
Ａ
土
浦
が
経
営
す
る
サ
ン
フ
レ
霞
ヶ

浦
店
を
通
じ
て
特
産
品
を
出
品
し
て
お
り
ま
す
。
９
月
３
日
で
す
が
、
商
店
街
の
主
催
に

よ
り
、
と
れ
た
て
村
の
利
用
者
を
対
象
と
し
た
千
代
田
地
区

の
果
樹
狩
り
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
、
都
市
と
農
村
の
交
流
事

業
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
後
、
さ
ら
な
る
利

便
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

▲アンテナショップ「とれたて村」

Ｑ

Ｑ

A

A

防
災
計
画
と
危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て

市
の
広
報
機
能
の
充
実
・
強
化
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
茨
城
千
代
田
・
Ｊ
Ａ
土
浦
へ
の
合
併
統
合
に
伴
う

市
の
広
域
的
経
済
圏
の
推
進
に
つ
い
て

今
後
の
本
市
を
め
ぐ
る
広
域
的
連
携
と
合
併
に
つ
い
て

１２３４ 質　

問　

事　

項

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
支
援
、
震
災
復
旧
、
原

発
・
放
射
能
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て

下
土
田
の
残
土
問
題
に
つ
い
て

茨
城
県
の
官
製
談
合
事
件
と
談
合
入
札
を
防
止
す
る
対

策
に
つ
い
て

国
保
加
入
者
の
負
担
能
力
に
応
じ
た
国
保
税
の
引
き
下

げ
に
つ
い
て

向
原
土
地
区
画
整
理
組
合
へ
の
税
金
投
入
問
題
に
つ
い
て

基
本
水
量
の
見
直
し
で
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
を

１２３４５６ 質　

問　

事　

項
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一 般 質 問

KASUMIGAURA

栗山　千勝 議員

中根　光男 議員

Ｑ Ｑ

ＱＱ

AAA

AA

専
門
部
署
は
設
置
せ
ず
、
現
状
ど
お
り
対
応
し
ま
す

シ
ス
テ
ム
の
運
用
方
法
を
十
分
調
査
し
、
検
討
し
て
ま

い
り
た
い

放
射
線
量
の
測
定
に
つ
い
て
専
門
部
署
の
設
置
は

災
害
発
生
時
の
迅
速
な
対
応
の
た
め

﹁
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
﹂の
導
入
を

放
射
能
に
つ
い
て
は
、
何
年
後
に
終
息
す
る
の
か
は
っ
き
り
せ
ず
、
新
聞
報
道
よ

り
、
か
す
み
が
う
ら
市
の
数
値
は
高
い
わ
け
で
、
20
年
、
30
年
経
過
し
て
病
気
が
出
た
場
合
、

そ
の
因
果
関
係
の
認
定
は
非
常
に
厳
し
く
、
そ
の
た
め
に
も
市
と
し
て
は
、
放
射
線
量
を

各
所
で
測
定
し
、
資
料
を
残
し
て
保
管
し
て
お
く
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
専
門
の
部
署
を
設
置
し
、
専
門
職
を
置
い
て
測
定
し
、
市
民
に
情
報
発
信
す
る
こ
と

が
一
番
よ
い
と
思
う
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

宮
嶋
市
長　

放
射
線
量
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
お

り
ま
す
。
放
射
能
に
対
す
る
専
門
部
署
に
つ
い
て
で
す
が
、
専
門
機
関
が
国
・
県
に
あ
る

の
で
、
そ
こ
に
お
任
せ
す
る
考
え
で
す
。

環
境
経
済
部
長　

測
定
に
つ
い
て
は
現
状
ど
お
り
と
し
、
そ
の
測
定
結
果
に
つ
い
て

は
、
市
で
保
存
し
て
い
く
考
え
で
す

石
岡
地
方
斎
場
建
設
事
業
の
今
後
に
つ
い
て
は
、
茨
城
県
も
心
配
し
、
市
長
あ
て
に

電
話
が
か
か
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
が
、
茨
城
県
と
ど
の
よ
う
な
話
を

さ
れ
た
の
か
伺
う
。

宮
嶋
市
長　

本
件
に
つ
い
て
は
、
茨
城
県
で
も
、
情
報
収
集
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

都
度
、
状
況
は
話
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
石
岡
地
方
斎
場
組
合
の
管
理
者
が
契
約
し
た

場
合
、
支
払
い
関
係
に
お
い
て
、
業
者
と
石
岡
地
方
斎
場
組
合
、
あ
る
い
は
、
組
合
の
構

成
市
同
士
の
法
廷
問
題
に
移
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
。
単
独
整
備
、
あ
る
い
は
２
市
で
進

め
る
に
し
て
も
、
法
廷
の
中
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
事
業
を
進
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

ち
ょ
っ
と
足
踏
み
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
報
告
し
て
お
り
ま
す
。
今
朝
も
、
相
手
方
の
出
方

を
待
っ
て
い
る
受
身
の
立
場
で
あ
る
と
話
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
話
か
ら
、
茨
城

県
も
事
の
深
刻
さ
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
大
変
心
配
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
、
被
災
者
支
援
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
迅
速
に
行
う
た
め
、
被
災
者
支

援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の

認
識
と
、
今
後
の
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

同
シ
ス
テ
ム
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
直
後
、
西
宮
市
に
よ
り
開
発
さ

れ
た
シ
ス
テ
ム
で
、
災
害
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
情
報
を
一
元
的
に
管
理
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
災
害
に
対
応
す
る
に
は
、
情
報
の
収
集
、
分
析
と
活
用
が
大
変

重
要
で
あ
り
、
一
元
的
に
管
理
で
き
る
本
シ
ス
テ
ム
は
、
災
害
対
策
の
有
効
な
手
段
の
一

つ
と
認
識
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
本
シ
ス
テ
ム
と
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
と
の
兼

ね
合
い
、
あ
る
い
は
運
用
の
方
法
に
つ
い
て
十
分
調
査
し
、
さ
ら
に
研
究
を
し
な
が
ら
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
が
緊
急
時
に
み
ず
か
ら
の
情
報
を
正
確
に
伝
え
、
救
急
隊

員
や
医
療
機
関
が
的
確
な
情
報
把
握
や
適
切
な
措
置
を
素
早
く
行
え
る
よ
う
、
市
が
必
要

事
項
を
記
載
し
た
緊
急
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
対
象
者
が
携
帯
す
る
こ
と
で
、
必
ず
多
く
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
す
る
が
、
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

緊
急
カ
ー
ド
の
作
成
は
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
万
が
一
の
場
合
に
、

あ
る
い
は
災
害
時
に
非
常
に
効
果
が
あ
る
手
法
の
一
つ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
以
前
に
は
、

緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
方
法
、
デ
ー
タ
管
理
、

運
用
面
、
さ
ら
に
は
補
助
制
度
の
活
用
な
ど
を
、
実
施
に
向
け
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

▲石岡地方斎場

Ｑ

Ｑ

A

A

緊
急
時
の
適
切
な
対
応
に
、
緊
急
カ
ー
ド
の
作
成
、
交

付
に
つ
い
て

農
業
後
継
者
の
技
術
向
上
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

児
童
虐
待
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

公
共
施
設
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
管
理
状
況
及
び
使
用
状
況
に
つ
い
て

災
害
時
に
被
災
者
の
情
報
を
一
元
管
理
す
る

「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」の
導
入
に
つ
い
て

１２３４５６ 質　

問　

事　

項

災
害
対
策
に
つ
い
て

放
射
能
対
策
と
風
評
被
害
対
策
に
つ
い
て

補
助
金
等
の
交
付
申
請
か
ら
決
定
に
つ
い
て

職
員
の
教
育
に
つ
い
て

石
岡
地
方
斎
場
建
設
事
業
の
今
後
に
つ
い
て

選
挙
公
約
と
行
政
運
営
に
つ
い
て

宍
倉
出
張
所
解
体
に
つ
い
て

震
災
に
よ
り
壊
れ
た
千
代
田
庁
舎
２
、３
階
に
つ
い
て

１２３４５６７８ 質　

問　

事　

項
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KASUMIGAURA

一般質問・コラム

議員全体研修を実施

古橋　智樹 議員

ＱＱ AA

総
合
計
画
の
後
期
計
画
見
直
し
の
中
で
、
大
ま
か
な

も
の
を

﹁
財
源
な
く
し
て
政
策
な
し
﹂財
政
計
画
の
策
定
意
思
は

選
挙
公
約
す
べ
て
に
財
源
が
絡
ん
で
お
り
、﹁
財
源
な
く
し
て
政
策
な
し
﹂
と
い
う

こ
と
で
、
選
挙
で
は
財
政
破
綻
、
危
機
的
状
況
と
言
い
な
が
ら
、
財
政
計
画
の
進
捗
が
全

然
示
さ
れ
て
な
い
。
宮
嶋
市
政
が
１
年
経
過
し
て
い
る
が
、
財
政
計
画
を
新
た
に
策
定
す

る
意
思
は
な
い
の
か
伺
う
。

宮
嶋
市
長　

総
合
計
画
の
後
期
計
画
の
見
直
し
を
、
今
や
っ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の

中
で
３
カ
年
計
画
、
さ
ら
に
は
単
年
度
計
画
と
い
う
こ
と
で
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
中
で
後
期
５
カ
年
の
大
ま
か
な
も
の
は
出
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
細
か
な
数
字
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
の
段
階
で
は
そ
こ
ま

で
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

宮
嶋
市
長
の
選
挙
公
約
は
、
非
常
に
社
会
保
障
が
強
い
形
に
な
っ
て
お
り
、
次
世
代

に
借
金
を
残
さ
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、
国
民
健
康
保
険
に

つ
い
て
は
、
一
般
会
計
か
ら
約
４
億
円
の
繰
入
金
が
国
保
会
計
に
投
入
さ
れ
て
お
り
、
大

変
な
財
政
の
中
、
課
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
国
保
の
財
政
基
金

を
設
け
、
社
会
保
険
等
の
方
々
に
も
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
検
討
を
す
る
考
え
は
な

い
の
か
を
伺
う
。

宮
嶋
市
長　

一
つ
の
自
治
体
で
国
保
を
運
営
す
る
こ
と
自
体
に
問
題
が
あ
る
わ
け
で
、

少
な
く
と
も
茨
城
県
単
位
ぐ
ら
い
の
国
保
の
会
計
規
模
と
い
う
の
が
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
短
期
的
に
変
動
が
非
常
に
多
い
医
療
費
が
高
く
な
る
構
造
上
の
欠
陥

を
抱
え
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
問
題
に
は
、
国
家
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う

必
要
が
あ
ろ
う
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱA

市
長
の
公
約
強
行
が
生
む
利
益
と
弊
害
に
つ
い
て

財
政
改
革
の
公
約
決
意
と
基
金
大
幅
取
り
崩
し
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て

復
興
の
今
こ
そ
市
税
収
幅
拡
大
を
め
ざ
す
意
思
に
つ
い
て

市
内
産
業
の
震
災
後
状
況
・
中
長
期
対
策
と
湖
山
の
宝

ブ
ラ
ン
ド
進
捗
に
つ
い
て

神
立
停
車
場
線
と
神
立
駅
前
区
画
整
理
に
つ
い
て

消
防
団
分
団
統
廃
合
の
計
画
公
表
に
つ
い
て

１２３４５６ 質　

問　

事　

項

【視察地】
神奈川県横須賀市（１日目）
・市民協働型まちづくりについて

ハイウェイオアシス「道の駅　富士川楽座」（２日目）
・物産販売状況の現地視察

11月７日（月）～８日（火）

▲国民健康保険被保険者証

市の総合計画において「みんなでつくる連携と協働のまちづくり」を目指していることから、
先進地の視察研修を実施いたしました。

研修風景
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東
日
本
大
震
災
か
ら
八
ヶ
月
が

経
ち
ま
し
た
。
福
島
第
一
原
発
事

故
の
影
響
は
、
今
も
色
濃
く
各
地

に
影
を
落
と
し
て
お
り
、
各
地
域

で
は
様
々
な
対
応
策
を
模
索
し
な

が
ら
対
処
し
て
い
る
こ
と
が
新
聞
紙
上
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
か
す
み
が
う
ら
市
で
も
民
間
企
業
や
自

治
会
が
放
射
線
量
測
定
器
を
購
入
し
、
自
分
た
ち
の

目
で
線
量
を
確
か
め
、
安
心
を
得
よ
う
と
努
め
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
定
例
議
会
で
は
、
震
災
復
旧
関
連
事
業
と

し
て
、
市
内
小
・
中
学
校
に
放
射
線
量
測
定
器
を
各

一
台
配
備
す
る
た
め
の
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
父
兄
が
安
心
で
き
、
子
供
た
ち
が
楽
し
く
学
べ

る
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
有
効
に
活
用
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

期
待
と
い
え
ば
、
今
回
新
し
く
副
市
長
が
誕
生
し

ま
し
た
。
茨
城
県
職
員
の
経
験
を
十
二
分
に
発
揮
さ

れ
、
か
す
み
が
う
ら
市
に
新
風
を
吹
き
こ
む
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
10
月
22
日
に
市
の
16
事
業

に
対
し
て
第
三
者
に
よ
る
「
事
業
仕
分
け
」
が
実
施

さ
れ
、
厳
し
い
指
摘
と
判
定
が
下
さ
れ
ま
し
た
。
結

果
に
対
す
る
検
証
と
見
直
し
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、

行
政
事
業
の
さ
ら
な
る
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
議
会
の
活
動
状
況
が
市
民
の
皆

様
に
広
く
、
的
確
に
伝
わ
る
こ
と
を
期
待
し
て
発
行

し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
の
上
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
い

た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員　
　

川
村　

成
二

コ ラ ム

8
月10

日　

災
害
に
強
い
水
道
の
構
築
と
経
営
改
善
の

た
め
の
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　

総
務
委
員
会

17
日　

議
会
運
営
委
員
会

24
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

25
日　

文
教
厚
生
委
員
会

9
月1

日
～
22
日

　
　
　

第
３
回
定
例
会

10
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

7
日　

総
務
委
員
会
、
文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　

産
業
建
設
委
員
会

9
日　

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　

特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

12
日　

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　

特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

13
日　

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

14
日　

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

16
日　

新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
議
会
定
例
会

20
日　

か
す
み
が
う
ら
市
斎
場
整
備
単
独
事
業
と

石
岡
地
方
斎
場
建
設
事
業
の
相
互
検
証
の

た
め
の
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　

災
害
に
強
い
水
道
の
構
築
と
経
営
改
善
の

た
め
の
調
査
特
別
委
員
会

22
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

10
月4

日　

土
浦
・
か
す
み
が
う
ら
土
地
区
画
整
理
一
部

　
　
　

事
務
組
合
議
会
定
例
会

6
日
～
7
日

　
　
　

新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
議
員
視
察
研
修

13
日　

湖
北
環
境
衛
生
組
合
議
会
定
例
会

24
日
～
25
日

　
　
　

湖
北
環
境
衛
生
組
合
議
会
管
外
行
政
調
査

27
日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
定
例
会

　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

31
日　

全
員
協
議
会
、
総
務
委
員
会

　
　
　

産
業
建
設
委
員
会

11
月4

日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

7
日
～
8
日　

　
　
　

議
会
全
体
研
修
会

編集
後記

議 会 日 誌

　

歳
出
の
原
因
と
な
る
条
例
案
の
こ
と
を

い
う
。

　

地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
条
例
そ
の
他

議
会
の
議
決
を
要
す
べ
き
案
件
が
新
た
に

予
算
を
伴
う
こ
と
に
な
る
も
の
で
あ
る
と

き
は
、
必
要
な
予
算
上
の
措
置
が
適
格
に

講
ぜ
ら
れ
る
見
込
み
が
得
ら
れ
る
ま
で
の

間
は
、
こ
れ
を
議
会
に
提
出
し
て
は
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。（
地
方
自
治
法
第
２
２
２

条
第
１
項
）

　

こ
れ
は
、
財
源
の
手
当
も
な
い
ま
ま
に
、

条
例
等
の
制
定
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
が

義
務
費
と
し
て
財
政
上
の
負
担
を
負
う
こ

と
に
な
る
こ
と
は
、
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
財
政
の
計
画
的
か
つ
健
全
な
運
営
を

阻
害
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
の
よ
う

な
条
例
等
の
議
会
へ
の
提
出
に
つ
い
て
規

制
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
地
方
議
会
運
営
事
典
よ
り
抜
粋
）

予算を伴う条例案とは？豆辞典

　

か
す
み
が
う
ら
市
議
会
第
４
回
定
例
会
の

会
期
日
程（
案
）に
つ
い
て
は
、
お
知
ら
せ
版

に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

第
４
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

平
成
23
年

ご意見をお寄せ下さい


